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二兎を追うもの
　　一兎をも得ず

　北阪神支部長　中井　通治

　皆様明けましておめでとうございます。昨年はいろい

ろお世話になり心より御礼申し上げます。本年も保険医

協会をどうぞよろしくお願いいたします。

　昨年は『戦』の年でした。地球上で戦争が起こってい

ます。今年の NHK 大河ドラマも『どうする家康』と興

味ある題で、戦さ下手の家康が部下と共に難局をきり抜

けていくという現代にも通用する内容だそうです。今川

義元の家来となった後、織田信長と結びついて豊臣秀吉

と和し、1590 年江戸城に入り、秀吉の没後 1600 年関

ケ原の戦いで石田三成らを破り征夷大将軍に任命されて 260 年以上つづいた江戸幕府

を確立しました。理念と戦略がうまかったのでしょう。

　兎にちなんだことわざと言えば表題の言葉が思い浮かびますが、これは『二匹の兎

を同時につかまえようと追いかければ、結局は二匹とも取り逃がしてしまう』という

意味で、“ローマの古い諺” だそうです。

　さて、我々が直面する問題は社会保障の削減、原発の推進、防衛費倍増など山積し

ており、二兎どころか三兎、四兔を追う必要があります。医療においてはせっかく世

界に冠たる医療制度を持ちながら医療費を削ることばかり考えている財務省が、防衛

省には何故甘いのかわかりません。火山国に原発は危険で何かあれば政府は責任がと

　俳句を詠まれた経験はありますか？

　芭蕉の発明した「発句」は正岡子規によって「俳句」となり今や世界の「Ｈ

ａｉｋｕ」となってきました。俳句を詠むことで日頃は意識していなかった周

囲を観察し、言葉にすることで脳の活性化にも繋がり、ひいては認知症予防に

もなるといわれています。

　今回は、阪急電鉄の創始者であり、茶道や俳句を愛した小林一三の旧邸を改

装した記念館で俳句を詠み、レス

トラン「雅俗山荘」でフレンチを

楽しんだ後は、茶室「人我亭」で

句会を行います。岡本クリニック

（宝塚市）院長の岡本純子先生（俳

号 品川純胡。俳句結社「雲雀（ひ

ばり）」主宰）と一緒に俳句のたし

なみ方・魅力に触れてみませんか。

　初めての方もお気軽にご参加く

ださい。

■ 兵庫県保険医協会　北阪神支部　文化企画 ■

小林一三記念館
雅俗山荘

アクセス…阪急池田駅から徒歩 15 分、または阪急バス「大広寺」
バス停下車徒歩 2分

春めく小林一三の愛した茶室で

吟 行 俳 句 会
日　時　　３月１２日 （日）　午前 10 時 30 分～

会　場　　小林一三記念館 （大阪府池田市建石町７- １７）

　　　　　　邸宅レストラン 「雅俗山荘」 （12 時～昼食会場、 フレンチ）

参加費　 ８０００円 （昼食代 ・ 記念館入場料込）

　　　　　　※先着１５名　２月 26 日までにお申込ください

【ＦＡＸ　０７８―３９３―１８０２】

北阪神支部文化企画「吟行会」に（　　　　）人参加します。

地区（　　　　　　）　医療機関名（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

ご氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　）ＦＡＸ（　　　　　　　　　　　　　）

お問い合わせは　０７８―３９３―１８０５　大野まで
（次のページに続く）
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　れません。

　長寿は自慢できることであり、老人と子どもを大切にする国が栄えるのです。先進医

療を使えばもっといろいろな事が出来るということがわかってきています。その中で、

広い視野でものごとをとらえることが必要です。一匹でも多くの兎を得られるように

着実な成果を上げられるように取り組んでいきたいと思います。

（前のページより）

健康情報テレホンサービス
通話料無料　（0120）979-451

★ 24 時間いつでも３分間程度の開業医の手作りの健康・医療情報を放送

　しています。

★インターネットでもご覧いただけます ｡ 過去の放送分もキーワード検索

　できます。URL は、http://www.hhk.jp/　左下のバナー「健康情報テ

　レホンサービス」をクリック。

【2023 年２月のテーマ】 　

月曜日　小児のてんかん

火曜日　冷え性と漢方

水曜日　瘢痕の治療

 木曜日　大腸憩室炎

金土日　大人のてんかん

※ 23 日 ( 木・祝 ) は水曜日のテーマを放送します。

★都合により、テーマの一部を変更する場合があります。祝日は、前日のテーマを放送します。

★患者さんに配布していただける放送テーマのミニチラシ（A6 サイズ）を作成しています。

　送付ご希望の医療機関は事務局☎ 078-393-1840 まで。

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　akane@doc-net.or.jp　担当：大野まで

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

　　保険でより良い歯科医療を求める

　歯の治療が必要でも多くの人が受診できてい

ません。主な理由は保険のきく範囲がせまくお

金が心配であること、高齢者や障がい者など通

院が困難であることなどが挙げられます。

　歯科医療が必要な人すべてに提供されること

は、基本的人権に由来した健康に生きる権利(健

康権 )、憲法 25 条で保障された国民の権利です。

国には社会保障として誰もが必要な歯科医療を

受けられるようにする責任があります。

　経済的な心配をせず、必要な時に必要なサー

ビスを利用、提供できる制度へ転換するために、

署名にご協力をお願いします。

　協会・保団連は、「保険でより良い歯科医療

を求める」請願署名を６月まで行い、この願い

を国会に届けます。

要請項目は、①窓口負担の引き下げ、②保険適用範囲の拡大、③国の歯科医療予算の大幅拡大

です。目標は１万５０００筆です。ぜひとも署名へのご協力をお願い申し上げます。

　〈取り組みのお願い〉

　歯科会員の先生には１月中に郵送で、医科会員の先生には月刊保団連２月号に同封して、署

名用紙をお届けします。

先生のご署名とともに、職員のみなさま、患者さんに呼びかけていただきますようお願いしま

す。

＊１人用の署名用紙も用意していますので、他の人の目に触れる心配もありません。

＊署名付きポケットティシュ、ハガキ署名、リーフレットもご用意していますのでご活用くだ

さい。

　　　　　　　　　　　　署名の注文は TEL078-393-1809 まで

請願署名にご協力を


